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基調講演者・パネリスト

十木村穣(きむらゆたか肥関西医科大学第２内科学講座,心臓血管病ｾﾝﾀｰ/健康科学
′センター助教授｡所属学会は日本内科学会，日本心臓リハビリテーション学会(監事)など。
またＮＰＯ活動でも日本運動療法推進機構（理事）などを務める。研究テーマは運動時血行

動態による心不全機能評価，心理,栄養,運動チーム医療によるメタボリックシンドロームの

介入，運動による活性酸素,サイトカインの相互作用の研究。

帯ｆ竹中晃二(たけなかこうじ):早稲田大学人間科学学術院(大学院人間科学研究科.人
．間科学部健康福祉科学科）教授。所属学会は日本ストレスマネジメント学会（常任理事)，
日本健康心理学会（理事・編集委員）など。また，日本体育協会スポーツ医・科学専門委員
会委員，健康・体力づくり事業財団健康運動指導士養成カリキュラム検討委員・認定委員。
研究分野は健康心理学，身体行動科学，行動変容，ストレスマネジメント。

ｆ倉岡立郎(くらおかたつろう):三菱電機㈱営業本部事業推進部担当部長｡専門分野は
保健医療福祉情報システムを中心とした事業推進｡JAHIS健康支援システム委員会委員長。

寸阪上真(さかうえまこと):三菱電機ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱産業ｼｽﾃﾑ事業部制御技術
一部ウエルネスサププロジェクトリーダー

ャ柏木宏一(かしわぎこういちルシャープ㈱技術本部e・ﾍﾙｽｹｱ開発推進室。

ｆ辰巳治之(たつみはるゆき肥札幌医科大学大学院医学研究科教授,学長補佐,標本館
．長。所属学会は日本解剖学会（評議員)，日本顕微鏡学会（北海道支部役員）など。また，
ＮＰＯ活動でも北海道地域ネットワーク評議会（NORTH）会長などを務める。専門分野は
解剖学，生態情報形態学。

wｆ（司会)橋本亮一(はしもとりょういち):(独)産業技術総合研究所人間福祉医工学研究
一部門主任研究員｡所属学会はSICＥ(福祉工学部会委員)，ＩＥＥＥなど｡専門分野は計測工学。
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日時：2006年１２月１６日（土）１３:00-15:００（SI2006の会場での併設行事）

会場：札幌コンペンションセンター小ホール

主催：（社）計測自動制御学会システムインテグレーション部門（企画：福祉工学部会）

共催：内閣府、（財）札幌国際プラザ

入増料：無料
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国民の健康長寿の最大の脅威は、戦前戦後は結核などの

感染症でしたが、その後ガンが中心になり、そして今後の

最大の敵は生活習慣病になるであろうと言われています。

生活習慣病は、病状が深刻になると患者さんもその家族も

大変辛いものですが、そうなる前に生活習慣を改めるのは

決して簡単なことではありません。これを本人の責任とし

て突き放すのではなく、人間科学や科学技術の応用によっ

て節制と運動習慣を長く続けられるように支援すること

で、生活習慣病対策は大きく前進すると考えられます。

札幌市のＮＰＯにもご協力いただいたＮＥＤＯの研究

開発プロジェクト「ホームヘルスケアのための高機能健康

測定機器開発」では、日々の健康状態の計測データを複合

化しわかりやすく表示することで、利用者の生活改善意欲

を持続させたり、専門家による適切な助言を行ったりする

二とを目指しており、実証試験でも利用者の自覚による体

重減少などが見られました。

この市民講座では、プロジェクトの開発担当者や実証試

験担当者に加えて行動科学など各分野の専門家に集まっ

ていただき、科学や技術が国民全体の健康福祉向上に貢献

することのできる具体例を、最新の研究成果を織り込みな

がら、一般の方にもわかりやすく話していただきます。

Ｌ閉会の挨拶_哩pQ:lapa）し….…．.…………－－sIqq且L艶聞.､福祉ェ裳蕊会._(産業蓮jini$i合玩究駈１．－－橋杢亮二

2.生演習撹痘哀服1主合r世紀jpL国民的課題.｣lapa二墜坦).…………….－－－－_関西屡掛衣裳助数量－本拉一蕊先生
生活習慣病が国民医療のいかに重要課題になってきているか、ハイリスクの人たちが生活習慣を変えることはどの

ように予防効果があるのか。

2.健康づ.SLn糞始ぬゑ傘..繊駄ゑふ-.逆戻’し塗云堕式ゑ_(1廻旦二醗廻)L….－－－.皇稲因衣裳數援….竹虫－．塁三光聖
人はからだによい，あるいは悪いとわかっていても，健康行動を継続することは容易なことではない．健康行動を

始める，続ける，逆戻りを予防するという観点から行動変容理論・モデルおよび技法を用いた実践例を紹介。

3．健康玉三型．ZＺ機器をjZ丞云ﾑ上士亘_【墜墾二酸q31-

経済産業省・ＮＥＤＯの「ホームヘルスケアのための高性能健康測定機器開発プロジェクト」の開発担当者

一A三菱霞磯9$ツー､倉風裏飢先生一三菱j電磯壬ｚＺニヱ以髭Ｚ瞳阪上稟宏鼻－重jr.=Ｚ鰯.…値本窒＝先生Ｌ
政府系の研究開発プロジェクトで、体重計、万歩計、血圧計といった単機能の健康測定器具をネットワークで接続
し、データを複合し組み合わせることで、日々の食事や運動と健康状態の変化の関係を利用者にわかりやすく表示し
たり、栄養士さんが健康アドバイスをするためのシステムが開発された。開発を担当された研究者による成果の概要
説明。
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上記のプロジェクトの実証試験では札幌市のＮＰＯ「シニアネソト」にご協力いただいた。複合された健康モニタ
リングデータが「情報薬」として効いた例など、実証試験のようすや成果についての講演。
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